
奥田　奥田　菜菜
な な かな な か

心心さんさん
のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

臼木　臼木　湧湧
ゆうしんゆうしん

芯芯さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

花房　花房　燈燈
と わと わ

和和さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

愛　愛　柚柚
ゆ ず ねゆ ず ね

音音さんさん
第１保育園第１保育園

前川　前川　大大
だ い きだ い き

輝輝さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

盛崎　盛崎　仁仁
に こに こ

心心さんさん
第１保育園第１保育園

野間　野間　史史
ふ み やふ み や

也也さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

長田　長田　恵恵
え なえ な

那那さんさん
第１保育園第１保育園

仲尾　仲尾　斗斗
と う まと う ま

真真さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

本田　本田　奏奏
そうすけそうすけ

涼涼さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

南　南　陽陽
ひ ま りひ ま り

茉莉茉莉さんさん
第１保育園第１保育園

豊　豊　逢逢
あ おあ お

央央さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

豊島　豊島　蒼蒼
そ う たそ う た

大大さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

廣司　廣司　紬紬
ゆ らゆ ら

良良さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

山倉　山倉　大大
は る とは る と

和和さんさん
第１保育園第１保育園

玉岡　玉岡　美美
み おみ お

桜桜さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

深水　深水　望望
み お なみ お な

緒奈緒奈さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

福島　福島　志志
し お んし お ん

恩恩さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

園田　園田　成成
なるなる

さんさん
第１保育園第１保育園

峰山　峰山　茉茉
ま こま こ

子子さんさん
あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園

佐倉　まはろさん佐倉　まはろさん
第１保育園第１保育園

惠畑　惠畑　裕裕
ゆ う ひゆ う ひ

桧桧さんさん
第１保育園第１保育園

就
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就
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時
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で
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し
歯
ゼ
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お
と
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だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
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紹
介
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ま
す
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令
和
６
年
　

秋
の
叙
勲

　

上
間
一
寛
さ
ん
に
旭
日
双
光
章

　

国
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
功

労
の
あ
る
方
や
、
社
会
の
各
分
野
に
お
け

る
優
れ
た
行
い
の
あ
る
方
を
表
彰
し
て
お

り
、
令
和
6
年
11
月
3
日
発
令
の
秋
の
叙
勲

に
お
い
て
上
間
一
寛
さ
ん
（
手
久
津
久
）
が

旭き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
。

　

受
章
の
理
由
は
、
平
成
４
年
か
ら
６
期
24

年
の
町
議
会
議
員
の
活
動
の
中
で
、
監
査
委

員
や
副
議
長
も
務
め
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
、
あ
ま
み
大
島
森
林
組
合
の
非

常
勤
理
事
を
20
年
間
務
め
た
り
、
平
成
12
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
保
護
司
と
し
て
も
活

動
し
て
お
り
、多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

旭日双光章を受け、昨年 11 月末に天皇陛下へ
拝謁したときの写真とともに

シ
マ
の
話
題

シ
マ
の
話
題

　

喜
界
町
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
落
成
式

が
１
月
24
日
行
わ
れ
た
。

　

神
事
の
後
、
隈
崎
町
長
が
式
辞
で
「
住
民

課
の
職
員
だ
っ
た
頃
（
平
成
７
年
）
に
、
全

国
的
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
も
あ
り
、
焼
却

灰
を
適
切
に
管
理
す
る
た
め
に
最
終
処
分
場

整
備
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
長
年
の
懸
案
事

項
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
、
建
設
に
ご
理
解
い

た
だ
い
た
塩
道
・
佐
手
久
集
落
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
本
施
設
の
完
成
は
、『
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
形
成
』
の
実
現
に
向

け
た
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
安
心
・
安
全

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

む
。」
と

述
べ
た
。

　

そ
の

後
、

隈

崎
町
長

ほ
か
関

係
者
で

テ
ー
プ

カ
ッ
ト

を
行
い

式
は
終

了
し
た
。

令
和
７
年
初
セ
リ

令
和
７
年
初
セ
リ

　
　

最
高
価
格
は

　
　

最
高
価
格
は
6868
万
円
万
円

　

Ｊ
Ａ
県
経
済
連
が
主
催
す
る
子
牛
の
初
セ

リ
市
が
１
月
11
日
、
喜
界
家
畜
市
場
で
開
催

さ
れ
た
。
平
均
価
格
が
40
万
２
，
７
５
６
円

で
前
回
比
３
，
７
２
６
円
高
。
め
す
の
部
の
最

高
価
格
は
53
万
円
、
去
勢
の
部
の
最
高
価
格

は
68
万
３
千
円
で
、１
７
２
頭
が
売
却
さ
れ
た
。

　

農
業
振
興
課
の
畜
産
担
当
者
は
、「
飼
料
費

な
ど
の
高
騰
や
売
上
の
低
迷
が
長
期
間
続
い

て
お
り
、畜
産
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

奄
美
群
島
の
他
市
町
村
で
は
離
農
が
進
ん
で

い
る
地
域
も
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
引
き

続
き
最
大
限
の
支
援
を
実
施
し
、
令
和
6
年

度
施
政
方
針
の
重
要
施
策
に
掲
げ
て
い
る
畜

産
支
援
を
す
る
こ
と
で
、
農
家
戸
数
や
飼
養

頭
数
の
維
持
に
努
め
、
厳
し
い
状
況
を
何
と
か

乗
り
越
え
た
い
。」
と
話
し
た
。※

価
格
は
税
抜
き

最
終
処
分
場
落
成
式

最
終
処
分
場
落
成
式

施
設
概
要

　

敷
地
面
積
：
２
４
，
５
９
４
平
方
㍍

　

建
築
面
積
：
２
，
９
７
５
平
方
㍍

　

埋
立
容
積
：
７
，
８
０
０
立
方
㍍

　

埋

立

物
：
焼
却
残ざ

ん
さ渣

、燃
え
な
い
ご
み
、

　
　
　
　
　
　

粗
大
ご
み

　

埋
立
期
間
：
15
年

　

建
物
構
造
：
鉄
骨
平
屋
建

　
　
　
　
　
　

（
屋
根
付
き
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
）

当
施
設
の
特
長

　

① 

粉
塵
・
焼
却
灰
な
ど
の
飛
散
や
悪
臭
の

漏
洩
を
軽
減
。

　

② 
埋
立
廃
棄
物
に
触
れ
た
汚
水（
浸
出
水
）

は
遮
水
シ
ー
ト
に
よ
っ
て
漏
れ
を
防

ぎ
、
下
水
放
流
で
き
る
水
質
に
な
る
ま

で
処
理
し
た
後
、下
水
道
施
設
へ
運
搬
。

　

③ 

周
辺
環
境
の
保
全
を
最
優
先
に
考
え
、

稼
働
に
よ
る
環
境
リ
ス
ク
を
最
小
限
に

抑
え
、地
域
に
配
慮
し
た
運
営
が
可
能
。

処分場内部
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宝
く
じ
助
成
金
事
業
で

宝
く
じ
助
成
金
事
業
で備

品
購
入

備
品
購
入

　

こ
の
た
び
、
宝
く
じ
の
収
益
金
で
運
営

さ
れ
る
「
宝
く
じ
助
成
金
事
業
」
を
利
用

し
て
、
早
町
集
落
（
畠
山
八
十
二
区
長
）

の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
備

品
は
集
落
の
運
営
、
行
事
の
開
催
な
ど
に

使
わ
れ
、
有
効
利
用
さ
れ
ま
す
。

今
回
購
入
し
た
備
品

会
議
用
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
、カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
一
式
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
カ
ー
テ
ン
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
な
ど

（
総
額
約
２
５
０
万
円
）
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町からの
　　　おしらせ

○施設訪問旅費助成事業

　ご家族が入所している施設へ訪問するための鹿児

島もしくは奄美への船代（２等離島　割引・往復割

引賃）とバス運賃（実費分）を年４回を上限に助成

するものです。

○重度心身障害者医療費助成制度

　身体障害者手帳の１級もしくは２級、療育手帳の

Ａ（知能指数 35 以下の場合はＢまで対象）、身体

障害者手帳の３級と療育手帳のＢ１の両方をお持ち

の方の医療費を助成する制度です。外来、入院、調

剤、歯科、訪問看護が助成の対象です。

○心身障害者扶養共済制度

　障害がある方を扶養している保護者（加入者）が

生存中に毎月掛金を納めることにより、保護者が死

亡や重度の障害となった場合に、保護者が抱く障害

がある方の将来に対する不安を軽減する目的で定め

られたものです。

◆将来受け取りできる金額…１口　月額20,000円

　　　　　　　　　　　　　（最大２口まで）

◆納める金額… 加入者の加入当時の年齢に応じて

異なります。（１口　月額9,300円～）

※ 所得の状況などにより掛金の一部を町が負担する

こともあります。

◆掛金免除…①加入者が 65 歳以上であること

　　　　　　② 20 年以上掛金を納めること

　　　　　　上記２つを満たすと掛金は免除されます。

○お出かけパス

　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者福祉手帳

をお持ちの方は申請により年額 1,200 円で喜界町

の公共バスを利用することができる制度です。

○ヘルプマーク・ヘルプカードの配布

　義足や人工関節を使用している方、内部障害や難

病の方、妊娠初期の方など、外見から援助等が必要

なことが分からない方で、日常生活や災害時におい

て、配慮や支援を必要とする方にヘルプマーク・ヘ

ルプカードを配布する制度です。障害の有無、障害

者手帳の有無は問いません。

　上記で紹介したサービスの申請方法及び、その他

障害福祉サービスに関しては喜界町ホームページに

も記載してあります。是非ご覧ください。

　ご不明な点やサービスの詳しい内容につきまして

は、下記連絡先までご連絡ください。

【問い合わせ先】

　役場保健福祉課　福祉チーム　℡ 65-3685

○特別障害者手当

　特別障害者手当とは、重度の障害のため日常生活

において常時特別な介護を要する、在宅で 20 歳以

上の方を対象とした手当です。

　月額 28,840 円（R ６年 12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①特別養護老人ホームなどの施設に入所したとき

　②３ヶ月を超えて入院したとき

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき

○障害児福祉手当

　障害児福祉手当とは、重度の障害のため日常生活

において常時介護を要する、在宅で 20 歳未満の方

を対象とした手当です。

　　月額 15,690 円（R ６年 12 月現在）

　ただし、以下の場合は支給対象外です。

　①障害を理由とした公的年金を受給しているとき

　②障害者支援施設などの施設に入所したとき

　③本人又は扶養義務者の所得が一定額以上のとき

○日常生活用具給付等事業

　日常生活用具給付等事業とは、身体障害者手帳を

お持ちの方にストマ用装具や歩行補助杖、紙おむつ

などを購入する費用を支給する制度です。所得に応

じて利用者負担額が変わります。身体障害者手帳の

障害部位や等級程度によって申請できる品目は限ら

れています。

○補装具費支給制度

　補装具費支給制度は、身体障害者（児）の失われ

た身体機能を補完又は代替する用具　（義足、補聴

器、車いすなど）を購入・修理する費用を支給する

制度です。所得に応じて、利用者負担が変わります。

※原則、事前申請が必要です。

○心身障害児及び身体障害児療育旅費助成事業

　療育支援又は治療を目的として医療機関等に通院

又は入院並びに通所する際に、鹿児島もしくは奄美

への船代（２等離島割引・往復割引運賃）を年 12

回を上限に助成いたします。また、障害児の身体の

状態などの理由で船での渡航が難しい場合は、例外

的に飛行機の助成も可能です（※理由書により確認）。

保健福祉課から
　「障害福祉サービス」について
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保健福祉課から
　「国民年金保険料の便利でお得な
　納付方法」について

【口座振替とクレジットカード納付】

　口座振替やクレジットカード納付をされると、金

融機関へ行く手間が省け、納め忘れがありません。

さらに前納制度とセットにすることで保険料が割引

されます。

※ 過去の納め忘れの国民年金保険料は、口座振替や

クレジットカードでの納付はできません。納付書

による納付となります。

【前納制度】

　保険料をまとめて納めることにより保険料が割引

になる制度です。２年前納・１年前納・６ヵ月前納・

１ヵ月早割（口座振替のみ）があり、毎月納付する

場合に比べ割引になります。

【問い合わせ】

　保健福祉課国民年金担当　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　☎ 0997-52-4341

税務課から
　軽自動車税に関するお知らせ
廃車・名義変更について

　あなたが所有（登録）されている、軽自動車・原

付・軽二輪・二輪小型・小型特殊の廃車および名義

変更はお済みですか？

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登

録）されている方に課税されます。長年使用してい

ない車両であっても、標識（ナンバー）が交付され

ていれば課税の対象となります。

　車両を廃車したり、他人に譲渡した場合は、廃車

や名義変更の手続きが必要です。手続きがお済みで

なければ、使用されていなくても課税されてしまい

ます。廃車や名義変更等の処理が３月末までに完了

するようお早めにお手続きをお済ませ下さい。所有

する車両の種類により、手続きを行う事業所が異な

りますので、加えてご注意ください。

障がい者減免申請のための事前準備

　身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育

手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方が所有される軽自

動車で一定の要件を満たすものについて、軽自動車

税の障がい減免を受けることができます。

　対象となる年度の４月１日現在で、車両の名義人

が障がいをお持ちの方となっている事が要件に含ま

れます。名義変更等がお済みでない方は３月末まで

に処理が完了するようお早めにお手続き願います。

また、身体障害者で 18 歳未満の方及び精神障害・

知的障害者を常時介護されている生計同一者も対象

になりますが、障がいをお持ちの方が施設等に入居

されている場合は対象外となる場合がございます。

　詳しくは税務課へお問い合わせ下さい。

［問い合わせ］税務課　軽自動車税係

☎　65-3686（直通）

企画観光課から
　育児・介護休業法が改正されます
　仕事と育児・介護との両立がしやすい職場環境づ

くりをさらに進めるため、育児・介護休業法と次世

代育成支援対策推進法が改正されました。主な改正

点は以下のとおりです。

１．令和７年４月１日から改正される点

・子の看護休暇と介護休暇の見直し

・所定外労働（残業免除）の対象拡大

・介護離職防止のための雇用環境整備

・介護離職防止のための個別の周知・意向確認

・育児休業取得率の公表

　※常時雇用する労働者数が 301 人以上の企業のみ

・ 次世代育成支援対策推進法に基づく行動計画に数

値目標を設定

　※常時雇用する労働者数が 101 人以上の企業のみ

２．令和７年 10 月１日から改正される点

・ ３歳から小学校に入るまでの子を持つ労働者が利

用可能な、柔軟な働き方を実現するための措置の

実施と措置の個別周知・意向確認

・ 子が生まれたときと子が３歳になる前の個別の意

向聴取・配慮

　鹿児島労働局では、鹿児島働き方改革推進支援セ

ンターとの共催により、令和６年度改正育児・介護

休業法等説明会を開催します。説明会への申込方

法は、鹿児島労働局ホームページ（https://jsite.

mhlw.go.jp/kagoshima-roudoukyoku/） を ご 覧

ください。定員に達した場合は参加申込を早期に締

め切ることがあります。

　育児・介護休業法と次世代育成支援対策推進法に

ついてのお問い合わせは、鹿児島労働局　雇用環境・

均等室まで。（電話 099-223-8239）

町からのおしらせ
　　　　　　つづき

5　Kikai Public Relations 2025.2



教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

第
９
回
　

や
る
気
塾

第
９
回
　

や
る
気
塾

「
火
起
こ
し
体
験
を
し
よ
う
」

「
火
起
こ
し
体
験
を
し
よ
う
」

　

１
月
18
日
、
第
９
回
「
や
る
気
塾
」
を
中

央
公
民
館
広
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
講
師
に
迎

え
て
「
火
起
こ
し
体
験
を
し
よ
う
」
と
い
う

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
火
起
こ
し
体
験
は
毎

年
冬
場
に
実
施
し
て
い
る
恒
例
の
内
容
で
、

小
学
生
に
は
大
人
気
の
活
動
で
す
。
今
回
も

小
学
生
22
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

台
所
の
ガ
ス
コ
ン
ロ
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ア
ー
、
夏
の
花
火
な
ど
、
私
た
ち
は
日
頃
の

生
活
で
火
と
出
会
い
ま
す
。
火
は
昔
か
ら
人
々

の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
身

近
に
感
じ
る
火
と
そ
の
利
用
で
す
が
、
人
間
が

火
を
使
い
始
め
た
の
は
今
か
ら
約
２
０
０
０

年
前
だ
と
い
う
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

火
を
起
こ
す
道
具
に
も
移
り
変
わ
り
や
種
類

が
あ
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
今
回
は
複
数
の
道
具
の
中
か
ら
１
つ

を
選
択
し
て
３
～
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
協
力

し
て
火
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ラ
ス
ト
は
「
弓
キ
リ
式
」
と
い
う
方
法
で
火

を
起
こ
す
道
具

で
す
。

　

火
を
起
こ
す

ま
で
の
手
順
は

次
の
と
お
り
で
す
（
弓
キ
リ
式
の
場
合
）。

　

①
弓
状
の
木
材
（
弓
）
に

　
　

キ
リ
を
巻
き
付
け
る
。

　

②
キ
リ
を
上
か
ら
押
さ
え
て
、

　
　

巻
き
付
け
た
弓
を
横
方
向
に
引
く
。

　

③
キ
リ
を
回
転
さ
せ
て

　
　

摩
擦
で
火
種
を
つ
く
る
。

　

④
火
種
を
ス
ス
キ
の
穂
（
モ
コ
モ
コ
）
で

包
み
、息
を
吹
き
か
け
て
火
を
起
こ
す
。

　

特
に
、
適
度
な
息
を
吹
き
か
け
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
よ
う
で
、
何
度
も
挑
戦
を
繰
り

返

し

て
、

よ
う
や
く

火
が
着
い

た
と
き
に

は
周
囲
か

ら
拍
手
と

歓
声
が
上

が
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、今
回
を
も
っ
て
令
和
６
年
度
の「
や

る
気
塾
」
が
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
役

場
（
多
目
的
室
）
で
行
う
通
常
の
自
学
自
習

に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
特
別
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

「
先
輩
の
人
生
か
ら
生
き
方
を
学
ぼ
う
」

　

講
師　

川
畑
さ
お
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
喜
界
町
教
育
委
員
会
）

　
　
　
　

筒
井
大
介
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
自
衛
隊
喜
界
島
通
信
所
）

「
仮
想
世
界
（
メ
タ
バ
ー
ス
）
で

　
　
　
　
　
　
　

買
い
物
体
験
を
し
よ
う
」

　

教
育
に
は
、
個
人
の
尊
重
や
公
共
の
精

神
な
ど
、
時
代
を
超
え
て
変
わ
ら
な
い
価

値
あ
る
も
の
（
不
易
）
を
後
世
に
伝
え
る

役
割
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
Ａ
Ｉ
技
術
や

S
o
cie

ty5
.0

の
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
に

合
わ
せ
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

（
流
行
）
も
存
在
し
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
社
会
の
変
化
を
前
向
き
に
受

け
止
め
、
自
分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認
識
す

る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が

ら
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
令
和
７
年
度
も
多
く
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
ま
と
め

令
和
６
年
度
の
ま
と
め
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 69№ 69

喜界島サンゴ礁科学研究所 10 周年！喜界島サンゴ礁科学研究所 10周年！

「サンゴまつり」 開催決定！「サンゴまつり」 開催決定！

　　　　　　　３月１日 （土） ～２日 （日）　　　　　　　３月１日 （土） ～２日 （日）

　2025 年は、研究所が開所してから 10 年目を迎える節

目の年です。今までを振り返って、そしてこれからの 100

年にむけて、渡邊剛理事長にお話を伺いました。

Q.10 周年を迎えた今、これまでの歩みを振り返ると、ど

のように感じられますか？

A. ずいぶん色々な分野の人、世代の

人が集まってくれたと思います。は

じめは北海道からやってきて、旧早

町小学校の整備から始めましたが、

その時は島の方々にとっても我々に

とっても、お互いに何者なのかわか

らない状況でした。しかし、だんだ

んと子供たちが遊びに来てくれて、一緒にサンゴを見た

り学んだりして、島に根付いていくことができました。そ

して、島の外からも興味をもってきてくれた子供たち、大

学生、研究者が集まってきて、サンゴ留学など移住して

研究を一緒にやってくれる人も現れはじめました。研究

所という拠点があることで、国内外問わず色々な分野の

方が集まって、さらに島に元々ある在来知が融合してき

ていると感じています。

Q. 次の 10 年間の目標は「サンゴ礁的価値の創造」ですが、

これにはどういった思いが込められているのでしょうか？

A. 現在のサンゴ礁は、生物多様性を支える重要な場です。

喜界島は、そんなサンゴ礁からできており、過去 10 万

年間のいろいろな時代を知ることができるサンゴ礁研究

の聖地となっています。そして、そこに住んでいる人々の

生活も、集落ごとに歌や踊り、言葉など異なる特徴を持っ

ており、文化的な多様性があります。自然の変化に寄り

添うように生活している様子が、とてもサンゴ礁的だなと

感じています。そういった知恵や、自然と人との関係性、

過去から今への繋がりが、未来にも向かっていきます。

　現代は、人間の活動が地球全体に影響を及ぼすという

時代です。人間社会も、人口飽和、高齢化、経済縮退な

どいまだかつてない出来事が起こっています。そんな中

で、模範とすべきモデルとなりうるのが喜界島で培われ

てきた自然と人との関係性、つまりサンゴ礁的な知恵な

のではないでしょうか。外から来る研究者とも一緒に知

　「サンゴ（35）の日」に合わせて、今年も「サンゴの

日～サンゴとアートのおまつり～」、サンゴまつりを開

催いたします！それぞれのプログラムの詳細な日時・内

容は、続報をお待ちください！（☎ 0997-66-0200）

●日時：３月１日（土）〜２（日）

●プログラム

　・S
セ ナ リ ウ ム

ceNERIUM　・サンゴまつり　・みらい会議

　・サンゴ留学生　成果発表（現地）

　・アオサンゴ助成金成果発表　ほか

恵を出し合って、この喜界島で新たなサンゴ礁的な価値

を創造し、世界に広げていきたいと考えています。

Ｑ．「100 年後に残す」という研究所の理念のもと、10

周年を迎えることができましたが、今後について、研究所

や喜界島のあり方として期待することは何ですか？

Ａ . ある時から 100 年ということではなく、つねに 100

年後のことを考えられる人がいてほしいと思います。そ

う思える場が喜界島にはあると思います。自分のことだ

けではなく子孫のことも考えると、やっぱり人のことでは

なく自然のことも考えることになるし、そういうありかた

が今後必要になるでしょう。僕も 100 年後のことに思い

を馳せて日々生活したり研究したりしたいと思っています

し、そういう人たちが喜界島により集まってくれるといい

なと思います。そして、喜界島から世界にむけてメッセー

ジを発信していきたいです。

サンゴの日メインビジュアル 研究所 Facebook

7　Kikai Public Relations 2025.2
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健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

憧
れ
の
島
じ
ゅ
う
り

憧
れ
の
島
じ
ゅ
う
り

ポ
ー
ル
を
使
っ
た

ポ
ー
ル
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
特
徴

12
月
21
日
（
土
）、
喜
界
町
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会

（
以
下
食し

ょ
っ
か
い

改
さ
ん
）
が
、
役
場
の

島
外
出
身
者
を
対
象
に
「
第
２
回

島
じ
ゅ
う
り
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
の
様
子
を
少
し
だ
け

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
食
改
さ
ん
が
紹
介
し
て
く

れ
た
島
じ
ゅ
う
り
は
、
①
春
雨
シ
ー

ム
ン
②
ム
チ
グ
ミ
テ
ン
プ
ラ
③
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
豆
腐
の
３
つ
で
し
た
。

　

当
日
、
調
理
室
い
っ
ぱ
い
に
広
が

る
シ
ー
ム
ン
出
汁
の
良
い
香
り
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
自
然
と
笑
顔

が
…
♡
一
緒
に
調
理
を
し
な
が
ら
、

食
改
さ
ん
か
ら
美
味
し
く
作
る
ポ

イ
ン
ト
を
伝
え
ら
れ
る
と
、
驚
き
や

感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
基
本
の
レ
シ
ピ
＋
ア
レ

ン
ジ
方
法
が
参
考
に
な
る
！
」「
実

際
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
の
で
、

色
味
や
力
加
減
が
分
か
る
」な
ど
、

他
に
も
素
敵
な
感
想
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
、
と
て
も
充
実
し
た
島

じ
ゅ
う
り
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

①
ロ
コ
モ
（
加
齢
や
運
動
不
足
な

ど
に
よ
り
移
動
機
能
が
低
下
し

た
状
態
）
予
防
に
効
果
的

②
ポ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
上
半
身

の
運
動
に
も
な
り
、
短
時
間
で

も
効
率
よ
く
有
酸
素
運
動
が
で

き
、
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ

り
も
体
脂
肪
が
減
る

③
そ
の
日
の
体
調
に
合
わ
せ
て
運

動
強
度
の
調
整
が
簡
単

④
正
し
い
歩
行
姿
勢
・
支
持
点
の

増
加
で
安
定
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
可
能

⑤
下
半
身
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
長
い
距
離
の
歩
行
が
可
能

　

ポ
ー
ル
は
、
た
だ
の
杖
で
は
な

い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
ね
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
喜
界
町
で
も

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
始

め
ま
し
た
。
半
年
間
の
連
続
講
座

で
、
参
加
条
件
と
し
て
は
、
医
師

に
運
動
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
、
ご

自
宅
で
も
ポ
ー
ル
を
使
用
し
た
運

動
を
個
別
に
継
続
で
き
る
方
で
す
。

　

ま
た
、
月
に
一
回
は
参
加
者
で

集
ま
り
ま
す
。
ポ
ー
ル
を
使
っ
た

準
備
運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
簡
単

な
ゲ
ー
ム
、
み
ん
な
で
楽
し
く
話

を
し
た
り
、
歩
い
た
り
、
笑
い
の

絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
開
催
場
所
は
毎
回
変

え
て
、
草
花
を
観
察
し
た
り
、
地

形
を
観
察
し
た
り
、
歩
く
以
外
の

楽
し
み
（
学
び
）
も
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
、
令
和
７
年
度

も
教
室
を
実
施
予
定
で
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

す
す
め

す
す
め

　

最
近
、島
内
で
、杖
を
2
本
使
っ

て
歩
く
人
を
見
か
け
ま
せ
ん
か
？

こ
の
杖
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
や
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

杖
＝
歩
行
補
助
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
ポ
ー
ル
は
使
い
方
次
第

で
、
歩
行
補
助
や
リ
ハ
ビ
リ
か
ら

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
幅
広
く
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
テ
ム
で

す
。

ピーナッツ豆腐つくり春雨シームン
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市 町 村

見舞金

最
高

（死亡の場合）

年間掛金

500 100

鹿児島県市町村総合事務組合

ひとり年額500円です。途中加入も同額です。

災害見舞金

申込みは３月中に市町村等へ
共済期間 ：令和7年４月１日～翌年３月３１日

１等級…100万円　 ２等級…19万円　 ３等級…14万5千円　 ４等級…12万5千円　 ５等級…11万5千円
６等級…9万5千円　 ７等級…7万5千円　 ８等級…5万5千円　 ９等級…4万5千円

申込期間を過ぎても途中加入できます。
詳しくは、市町村窓口でおたずね下さい。

加入しましょう！家族みんなで

交通災害共済
掛
金

はお
ひとり年額500円！

円 万円
▶▶▶▶ 令和7年4月1日以後の事故から災害見舞金額が上がります。 ◀◀◀◀

鹿児島県市町村総合事務組合 12
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令和７年　春の火災予防運動令和７年　春の火災予防運動
2024 年度全国統一防火標語

「守りたい　未来があるから　火の用心」「守りたい　未来があるから　火の用心」

○目的
　火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防意識の一層の普及
を図る事で、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減
少させるとともに、被害を最小限にとどめ、命と財産の損失を防ぐことを
目的として火災予防運動を実施しています。

○実施期間
令和７年３月１日（土）～令和７年３月７日（金）まで

○実施内容
　・防災無線での火災予防広報
　・島内一周火災予防パレード
　・街頭チラシ配布
　・幟、横断幕による火災予防広報
　・高齢者防火訪問（上嘉鉄・手久津久）

○その他
　電気火災を未然に防ぐ為に、電源タップなどの容量を超えての使用やコ
ンセントの差しっぱなしは、ほこりが溜まり危険です。火事を起こさない
為にも、決められた容量を守って使用することやこまめに掃除、使ってい
ない機器は直すなどして、未然に対策をしましょう。

　ご不明な点がございましたら消防署までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喜界消防分署　予防係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0997-65-3311
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喜界町地域おこし協力隊活動報告喜界町地域おこし協力隊活動報告

　“サンゴ留学とは”ということから始まった私の協力隊生活ですが、昨年９月に就任してから５か月が経ち
ました。現在サンゴ留学制度は３年目を迎えようとしており、この春からはいよいよ３学年がそろった形、
新しい寮での“リ・スタート”を切る予定です。既にスタッフが居て寮の制度がスタートしている中で就任
しましたが、このリ・スタートに向けての形作りに加われた事を嬉しく思います。

【一緒に調理】【一緒に調理】
　ありがたいことに寮のご飯は、素晴らしい
調理人さん方に毎朝毎晩作っていただいてい
ます。
　そんな中、コーディネーターもイベントや
季節の行事のときは寮生と献立を考えたり、
調理をして一緒に楽しい時間を過ごすことも
あります。研究に励む留学生の楽しみのひと
つになればと思います。
　サンゴ留学の寮のご飯を載せたインスタグラムがあります。

【保護者に向けた質問会】【保護者に向けた質問会】
　先日、令和７年４月に入寮を予定している中学生の保護者に向けたオンライン質問会を行いました。現役
サンゴ留学生の保護者２名を交えた質問会でした。学校との連携方法、お小遣い事情はもちろん、島の利便
性への質問も多くあがりました。大切な我が子を、ひとり遠く離れた離島に送り出す保護者にとって安心要
素のひとつになれたのでは！と考えております。

【新しい寮建設に向けて】【新しい寮建設に向けて】
３月完成予定の新寮建設が進む中、留学生も寮作りの一部分に

参加させていただくことになりました！
　玄関前に大きく掲げられる“サンゴ寮”の看板に埋め込むサン
ゴやエントランス面に散りばめる予定のシーグラスや貝殻を４つ
のグループに分かれて島の四方八方へ探しに行きました。完成が
近くなるころに皆で一つ一つ取り付けていく予定でとても楽しみ
にしています！

【サンゴ留学生の日常】【サンゴ留学生の日常】

サンゴ留学コーディネーターサンゴ留学コーディネーター☻☻活動報告活動報告

■隊員名：繁
しげやま

山 明
あ き

季
■勤務地：喜界町役場　企画観光課
■任　務：サンゴ留学コーディネーター
■業　務：サンゴ留学新入生募集活動、留学生の生活サポート、事務作業等
■趣　味：自宅カラオケ
■島の好きな食材：ヒル

島の“ステキ”を見つけ、
留学生にも伝えています。

↑ 休日に島内キッズ
と遊ぶ留学生

↑ 地域の方主催のお食事会を
楽しむ留学生

サンゴ留学寮ごはん
インスタグラム

16
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12
月
７
日
（
土
）、
第
６
回
お
よ
び
第
７

回
の
公
民
館
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
午
前
中
は
座
学
が
行
わ
れ
、
喜
界
島
サ
ン

ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
駒
越
太
郎
研
究
員
と
、

喜
界
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
松
原
信
之

学
芸
員
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。
松

原
学
芸
員
に
よ
る
講
義
で
は
、『
よ
く
わ
か

る
！
島
の
遺
跡
！
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
喜

界
島
の
遺
跡
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
５
回
の
講
座
で
は
、
主
に
地

形
や
地
質
に
焦
点
を
当
て
て
学
ん
で
き
ま
し

た
が
、今
回
は
「
埋
蔵
文
化
財
」
や
「
遺
跡
」

に
関
す
る
内
容
で
す
。
サ
ン
ゴ
礁
と
遺
跡
、

ジ
オ
パ
ー
ク
と
埋
蔵
文
化
財
と
い
っ
た
組
み

合
わ
せ
は
、
一
見
す
る
と
関
連
性
が
薄
い
よ

う
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

過
去
に
学
ん
だ
内
容
を
踏
ま
え
て
き
た
受
講

生
た
ち
は
、こ
の
関
連
性
に
ピ
ン
と
き
ま
す
。

【
喜
界
島
の
遺
跡
に
つ
い
て
】

【
喜
界
島
の
遺
跡
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
喜
界
島
に
は
１
６
７
か
所
の
遺
跡

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
６
年
12
月

現
在
）。
島
の
遺
跡
と
地
形
に
は
表
の
よ
う

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク　

令
和
７
年
２
月
号

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク　

令
和
７
年
２
月
号

公
民
館
講
座　

喜
界
島
の
大
地
（
ジ
オ
）
を
知
る
体
験
教
室

公
民
館
講
座　

喜
界
島
の
大
地
（
ジ
オ
）
を
知
る
体
験
教
室

「
遺
跡
発
掘
調
査
と
喜
界
島
」

「
遺
跡
発
掘
調
査
と
喜
界
島
」

　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局　

土
屋
純
子

　
　
　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会　

事
務
局　

土
屋
純
子

な
密
接
な
関

連
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た

内
容
が
、
遺

跡
と
結
び
つ

く
瞬
間
を
体

験
し
ま
し

た
。
喜
界
島

の
地
形
や
自

然
環
境
が
古

代
の
人
々
の

生
活
や
遺
跡

の
分
布
に
大

き
な
影
響
を

与
え
て
い
る

こ
と
が
理
解
で
き
、
ま
た
そ
の
影
響
は
現
在

も
続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
、
喜
界
島
で
は

産
出
し
な
い
種
類
の
石
が
出
土
し
て
お
り
、

矢
尻
や
石
斧
、
石
皿
な
ど
の
道
具
と
し
て
使

用
さ
れ
た
形
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
石
は
、
島
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、火
成
岩（
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ

て
で
き
た
岩
石
）
や
堆
積
岩
な
ど
が
使
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。と
は
い
え
、

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
石
が
喜
界
島
に

運
ば
れ
た
の
か
、
今
な
お
多
く
の
謎
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
松
原

学
芸
員
と
島
袋
学
芸
員
の
指
導
の
下
、
発
掘

さ
れ
た
遺
物
の
洗
浄
作
業
と
土
器
の
接
合
作

業
を
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

発
掘
さ
れ
た
遺
物
は
泥
に
包
ま
れ
て
お

り
、
タ
ラ
イ
に
水
を
た
め
、
そ
の
中
で
丁
寧

に
洗
浄
し
ま
し
た
。泥
を
落
と
し
て
行
く
と
、

次
第
に
遺
物
の
姿
が
現
れ
様
々
な
発
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま

た
、
土
器
の
接

合
作
業
も
体
験

し
ま
し
た
。
破

片
を
一
つ
ひ
と

つ
慎
重
に
組
み

合
わ
せ
、
時
折

「
ピ
タ
ッ
」
と

ぴ
っ
た
り
合
う
瞬
間
が
訪
れ
る
と
、
参
加
者

同
士
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
土
器
の
全

体
像
を
少
し
ず
つ
復
元
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
座
を
通
じ
て
、
遺
跡
の
発
掘
に

は
多
く
の
時
間
と
手
間
が
か
か
る
こ
と
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
喜
界
島
の
歴
史
や
文
化

が
地
形
や
環
境
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
公
民
館
講
座
『
喜
界
島
の
大
地

を
知
る
体
験
教
室
』
は
、
第
７
回
を
も
っ
て

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
も
、
喜
界

島
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
お
届
け
し
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

● 遺跡は見晴らしの良い段丘
の縁辺（端）に多く存在→
段丘

● 遺跡は湧水点（湧き水）の
近くに多い→湧水は段丘の
切れ目から出てくる

● 大型獣はいないが、貝や魚
が豊富な環境→サンゴ礁の
海 　　　　　　　　　（表）遺物の洗浄作業遺物の洗浄作業

土器の接合作業土器の接合作業

みんなで“段丘ポーズ”みんなで“段丘ポーズ”
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第２回　喜界島みらい会議開催について第２回　喜界島みらい会議開催について
今年も、喜界島の未来を考える第２回「喜界島みらい会議」を開催いたします。多くの方々の
ご参加をお待ちしております。ぜひ、皆様の喜界島の未来に対する熱い想いをお教えください！

第２回　喜界島みらい会議
日時：令和７年３月２日（日）
　　　　　　　　　16：00 開始
場所：喜界町役場コミュニティホール

主催：喜界町
実施：喜界島みらい会議実行員会

喜
界
島
み
ら
い
会
議
創
設
後

一
年
を
振
り
返
っ
て

喜
界
島
み
ら
い
会
議

喜喜
界界
島島島
みみ
らら
いい
会会
議議

　

喜
界
島
み
ら
い
会
議
の
創
設
趣

旨
は
、「
人
口
減
少
な
ど
町
が
直
面

す
る
様
々
な
課
題
に
向
き
合
わ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
は
、
今
こ
そ
島
の
未
来
を
考
え

る
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
喜
界
島

が
様
々
な
課
題
を
抱
え
る
な
か
で
、

こ
れ
か
ら
先
の
島
の
未
来
は
、
島

の
人
達
に
よ
っ
て
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
は
、

島
の
方
々
の
未
来
へ
の
思
い
を
知
る

場
が
必
要
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
広
報
き
か
い
に
て
記
事
を
15
回

連
載
し
各
団
体
の
取
組
紹
介
、
昨

年
３
月
に
は
第
１
回
目
の
対
面
で

の
会
議
を
開
催
し
、
約
１
０
０
名

に
の
ぼ
る
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
あ
る
程
度
の
成
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
紹
介
出
来

て
な
い
団
体
や
、
会
議
で
の
声
を

ど
の
よ
う
に
町
施
策
へ
反
映
さ
せ

る
か
、
ま
た
新
た
な
会
議
手
法
や

年
複
数
回
の
開
催
を
望
む
声
が
あ

る
の
も
事
実
で
す
。

　

今
後
も
広
報
き
か
い
へ
の
連
載

継
続
と
と
も
に
、
有
意
義
な
会
議

と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
地
域
に
与
え
る
影

響
は
、
産
業
・
雇
用
へ
の
影
響
と

し
て
、
生
産
人
口
の
減
少
に
よ
る

雇
用
の
量
や
質
の
低
下
、
担
い
手

不
足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、

消
費
人
口
の
減
少
に
よ
る
市
場
縮

小
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
空
洞
化

（
空
き
店
舗
）。
地
域
生
活
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
）
へ
の
影
響
と
し
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
共
助
機
能
の
低
下
（
集

落
の
維
持
）、公
共
交
通
の
低
下
（
路

線
バ
ス
等
の
維
持
）。
医
療
・
福
祉

対
策
へ
の
影
響
と
し
て
、
高
齢
人

口
の
増
加
に
よ
る
社
会
保
障
制
度

維
持
、
医
療
・
在
宅
に
お
け
る
介
護
、

買
い
物
や
見
守
り
支
援
に
お
け
る

人
材
不
足
。
行
財
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
と
し
て
、
長
期
的
な
税
収
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
に
よ
る
財

政
の
硬
直
化
、
財
源
不
足
に
よ
る

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

へ
の
対
応
困
難
等
々
挙
げ
る
と
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

要
す
る
に
、
人
が
減
る
こ
と
（
人

口
減
少
）
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と

で
す
。
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ

ろ
こ
の
課
題
解
決
へ
の
特
効
薬
は

見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

喜
界
町
は
こ
の
み
ら
い
会
議
を
、

町
政
懇
談
会
に
変
わ
る
も
の
と
位

置
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
会

議
の
位
置
づ
け
や
趣
旨
を
お
汲
み

取
り
頂
き
、
来
月
開
催
予
定
の
「
第

２
回
喜
界
島
み
ら
い
会
議
」
へ
は
、

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
、
残
し
て
く

れ
た
こ
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
島
、
喜
界
島
を
さ
ら
に
躍
進
さ

せ
１
０
０
年
後
も
「
子
や
孫
の
世

代
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

元
気
な

島
」
を

共
に
考

え
、
目

指
し
ま

し
ょ
う
。

喜
界
町
長
　

隈
崎
　

悦
男
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　放送大学はテレビ・インターネットで授業を行う通信制の大学です。働きながら大学を卒業したい、学

びを楽しみたいなど、様々な目的で、幅広い世代の方が学んでいます。

　ただいま 2025 年４月入学生を募集しています。詳しい資料を送付致しますので、お気軽にお問い合

わせください。

○募集学生の種類

- 教養学部 -

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）

全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）

- 大学院 -

修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）

○出願期間

　2024 年 11 月 26 日～ 2025 年２月 28 日、

　2025年３月１日～３月11日（インターネット出願も可）

○資料請求（無料）・お問い合わせ先

　〒 892-8790　放送大学鹿児島学習センター

　鹿児島市山下町 14-50

　（かごしま県民交流センター西棟４階）

　電話 099-239-3811　FAX　099-239-3841

　放送大学ホームページ　https://www.ouj.ac.jp

放送大学に入学しませんか

※※清掃スタッフ募集※※

【パーラーキング】
●朝の清掃スタッフ募集
　　年齢･･･不問（18歳以上）※健康な方
　　時間･･･7:30 ～ 10:00（1日２．５時間勤務）
　　時給･･･ ９６０円
　　休み･･･週１回（相談可）
　　内容･･･遊技台及びホール内の清掃

ご希望の方はお電話ください 　　
担当：名越　☎0997-55-3277

有料広告
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ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R６.12.16～1.15申込分

・寄付者合計　3,838名

・広報掲載希望　211名

当月合計：38,830,900 円

今年度累計：153,641,536 円
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。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和７年２月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,635 戸（－7）

人 口  ・・・・ 6,298 人（－7）

男   ・・・・ 3,104 人（－4）

女   ・・・・ 3,194 人（－3）

（　）は前月比
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尾
市

大
阪
府
河
南
町

東
京
都
杉
並
区

高
島  

裕
之

城
間  

拓
也

鎌
田  

誠

下
島  

久
美
子

柴
山  

佳
行

福
田  

隼
人

池
田  

計
一

鈴
木  

由
佳

井
上  

実
知
子

壽  

光
雄

河
手  

美
綾
子

新
村  

浩
輝

栄  
忠
行

髙
橋  
学

山
崎  

み
ど
り

犬
伏  

英
章

岡
島  

伊
津
枝

高
倉  

彩
可

東
京
都
足
立
区

千
葉
県
千
葉
市

広
島
県
広
島
市

東
京
都
目
黒
区

群
馬
県
高
崎
市

東
京
都
文
京
区

佐
賀
県
伊
万
里
市

愛
知
県
蒲
郡
市

愛
知
県
名
古
屋
市

神
奈
川
県
綾
瀬
市

群
馬
県
高
崎
市

鹿
児
島
市

大
阪
府
寝
屋
川
市

東
京
都
葛
飾
区

愛
知
県
豊
橋
市

千
葉
県
八
千
代
市

鹿
児
島
市

奈
良
県
橿
原
市

ざ
い
ま
す

ざ
い
ま
す

叶
　

ハ
ツ
子

長
島
　

京
子

上
島
　

一
敏

清
水
　

は
つ
み

石
原
　

良
江

浦
原

赤
連

上
嘉
鉄

赤
連

嘉
鈍

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

上
島
　

小
夜

清
水
　

修

石
原
　

愛
一
郎

浜
田
　

正
巳

小
川
　

恭
美

泰
田
　

克
久

嘉
　

一
敏

杉
山
　

忠
友

柏
　

富
山
　

靖
子

川
畑
　

英
雄

嘉
　

和
男

榮
　

マ
ツ
エ

（
91
才
・
上
東
）

（
63
才
・
赤
連
）

（
62
才
・
赤
連
）

（
76
才
・
先
山
）

（
55
才
・
湾
）

（
69
才
・
赤
連
）

（
73
才
・
先
山
）

（
89
才
・
湾
）

（
94
才
・
嘉
鈍
）

（
85
才
・
赤
連
）

（
77
才
・
嘉
鈍
）

（
91
才
・
先
山
）

（
95
才
・
上
東
）

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　

   

（
年
齢
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

   

氏　
　

名    　

（
保
護
者
・
集
落
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

泰
田
　

三
枝

浜
田
　

三
千
恵

小
川
　

武
信

杉
山
　

和
子

富
山
　

惠
介

柏
　

強

川
畑
　

レ
ベ
ッ
カ

枦
山
　

二
美
代

赤
連

先
山

湾湾赤
連

嘉
鈍

嘉
鈍

上
嘉
鉄

白
取
　

万ま

ち知
父
・
知
曉

母
・
樹
子

伊
実
久

デ
ラ
パ
ズ
キ
オ

父
・
ジ
ェ
ロ
ム

母
・
キ
ム

中
里

原
田
　

愛あ
い
み海

母
・
友
美
中
里

23　Kikai Public Relations 2025.2



喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
．２

Ｖ
ｏｌ．６

９
２

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

●●については保健福祉課（65-3685）へについては保健福祉課（65-3685）へ
●●は図書館（65-0962）へ問い合わせてくださいは図書館（65-0962）へ問い合わせてください

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和７年３月１日～３月 31 日迄）（令和７年３月１日～３月 31 日迄）

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

●内科診療
　（～５日）
　【診療８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●両親学級
　【すこ13：00】
●休館日

● 1 歳半健診
　【すこ13：15】

●乳児健診・
　１歳歯科相談
　【すこ13：00】
●資料休館日

9 10 11 12 13 14 15

●内科診療
　（～ 12 日）
　【診療８：30】
●おはなし会
　【11：00】

●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

●２歳・２歳半
　歯科健診
　【すこ13：15】

●おはなし会
　【14：00】

16 17 18 19 20 21 22

●休館日 春分の日 ●あかちゃん
　おはなし会

23 ／ 30 24 ／ 31 25 26 27 28 29
㉓●内科診療
　　（～ 26 日）
　　【診療 8：30】
㉓●おはなし会
　　【11：00】

㉔●休館日
㉛●休館日

●おはなし会
　【14：00】
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